






要約:Ⅰ.インスリン療法の現状は,能力的に可能な患児の 70%は,頻回注射法による強化イ

ンスリン療法を行っていた.しかしながら,ヘモグロビン Alc 値でほぼ良好なコントロール

を得ている者は約 60%であり,15%が重症低血糖を 1 年に 1 回以上起こしていた.さらなる

患者教育が望まれる.

Ⅱ.サマーキャンプは,自己管理確立に従来の報告通り成果があると考えられた.しかし,資

格のあるボランティアが集まりにくい,参加を希望しない児の存在など問題も存在する.


